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良く知られた医療用ＣＴ(コンピュータ断層法)以外にも様々なＣＴがあります。中でも電子線ＣＴは

ナノの高い分解能があるため、原子・分子を捉え材料開発から生体材料まで広く利用されていま

す。しかし、電子線ＣＴには大きな問題が２つあります。限られた角度方向の投影像しか得られな

いこと、充分細かいステップ角で多くの投影像を得るために、時間と電子線照射量が多過ぎる課

題です。本技術は、ディジタル画像の量子化単位と呼ばれる‘濃度量子’を巧みに制御する全く新

たな理論による再構成手法(画像処理法：QURT)です。これにより上記の問題を解決しました。本

手法は、他の医療用CT、産業用CT、中性子線CT、光CT、などCTであれば利用可能です。

従来CT法では、全角度範囲180度と、1～2度のステップの撮影が必要でした。本手法では、約40

度の投影像の欠落があっても、また、約10度ステップの非常に少ない撮影枚数でも正しい断層像

が再生されます。投影枚数の削減は、材料開発・解析現場のニーズです。

●ＣＴによる観察・解析・開発、 ●透過型電子顕微鏡で行われている電子線ＣＴ、●医療用Ｘ線

ＣＴ、ＭＲＩ、産業用Ｘ線ＣＴ、中性子線ＣＴ、光音響ＣＴ、などその他のＣＴ

（a,b) 複合ナノ粒子（TiN-Ag)の電子顕微鏡投影像（データ：九州大学金子賢治教授）、 （c,d) 通常

の撮影枚数による従来法（SIRT）との比較、本手法により断層像の欠落と偽像が解消し微細な銀

粒子が解像、 （e,f) 1/4に枚数削減しても同様な結果、 （g,h) CG直方体Ti-N上の銀微粒子(赤) 
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投影像（走査型透過電子顕微鏡像）

QURTQURT

図１ 本再構成法（QURT）の実例１（電子線CT）
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応用例

手法

図２ モデルによる本手法の説明、矢印順に低精細度から高精細度に濃度量子（QU）を配置し

て断層像を作ります、従来法では傾斜角度制限による情報欠落が断層像を歪めますが、本発明
（QURT）ではそのような歪みはほぼなく、フーリエ変換にもほぼ欠落がありません。

図３ 本再構成法（QURT）の実例２（電子線CT）、 （a) 触媒関係材料の電子顕微鏡投影像、 （b) 

通常の撮影枚数による本手法の断層像、（c,d) 1/5に枚数削減した場合の本手法と従来法との
断層像の比較、従来法ではほぼ構造が見えませんが、本手法（QURT)では通常枚数の断層像
（ｂ）と変わらない高い解像度で良く見えます、 （e,f)両方のフーリエ変換からも実証されます。

投影枚数削減は、材料
開発・解析現場のニーズ


